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研究成果の概要（和文）： 朝鮮半島西南部における三国時代の遺跡の調査・研究成果に基づいて、５世紀後半
から６世紀前半頃に造営された前方後円墳を，当地域に根拠を置いた政治勢力（栄山江流域社会）の観点から歴
史的に位置づけた。
前方後円墳をきずいた集団と現地の伝統的な古墳をきずいた集団の関係が、対立や協調をふくみこんだ「併存
的」な関係であることを明らかにした。そのうえで栄山江流域社会が百済の社会統合の動きへ対応する１つの方
策として、前方後円墳を採用したと判断した。

研究成果の概要（英文）：　Based on our investigation and research result covering the archaeological
 sites of the Three Kingdoms period in the southwestern part of the Korean Peninsula, this project 
identified the historical meaning of round keyhole tombs built from the late fifth to early sixth 
centuries from the perspective of the group that founded their political powers in the Yeongsan 
River basin society. We also revealed that the relationship between the group that built round 
keyhole tombs and the original locals who built pre-existing style of tombs was a “concurrent” one
 involving both confrontation and cooperation. This finding suggests that the Yeongsan River basin 
society strategically adopted round keyhole tombs in order to respond to the Baekje movement of 
integrating societies in the peninsula.

研究分野：考古学（古代の日朝関係史）
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研究成果の学術的意義や社会的意義
 本研究は、古代の日朝関係史にとって長らく議論の対象となっている朝鮮半島の前方後円墳の歴史的な性格に
ついて、日韓の共同研究という形で検討を行ったものである。それによって、古代から現代、そして未来へ続
く、日本列島と朝鮮半島の人びとの関係史像の一端をより具体化することができた。
　また、韓国人と日本人の研究者がひざを突き合わせて議論を重ねることを通して、学術的な交流関係を深める
ことに務寄与することだできた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

従来の研究 倭の固有の墓制と考えられてきた前方後円墳が、朝鮮半島に存在することが

発掘調査によって確認されたのは、1990年代前半である。そして、1990年代後半以降に、

その年代、墳丘構造、埋葬施設や埴輪・副葬品の系譜、被葬者像、日朝関係史における位

置づけなどが活発に議論された。特に前方後円墳の被葬者の性格について論争が本格化し、

多くの成果が公表された。その内容は大きく「在地首長説」、「倭系百済官人説」、そし

て「集団渡海した倭人説」にまとめることができる（註 1）。朝鮮半島西南部の前方後円墳

の被葬者像について、現在においても議論が継続し、かつ厳しく対立しているのは、この

問題が 5、6 世紀における日朝関係のみならず、倭における前方後円墳の意義を考えるう

えで避けては通れない課題であるからである。 

3 つの課題 しかし、これまでの研究には大きく 3 つの課題がある。1 つは、朝鮮半島西

南部、特に栄山江流域の前方後円墳を構成するさまざまな属性には、倭系の要素以外にも、

実に多様な要素（馬韓、百済、加耶など）が認められる点について、あまり注意が払われ

てこなかった点である。2つめは、造営当時の半島西南部の伝統的な墓制とは、「排他的・

対立的」な特殊な墓制であるという視点が暗黙裡に前提となっていた点である。3つめに、

倭あるいは百済の視点から被葬者像が議論され、そして被葬者論に集中するあまり、半島

西南部に位置した馬韓やそれを構成する地域集団とのかかわりが等閑視されてきた点であ

る。 

課題の克服と本研究の必要性 申請者はこれまで、古墳時代における百済・新羅・大加耶

と倭の交渉史を研究してきた（註 2）が、朝鮮半島の前方後円については言及をむしろ避け

てきた。しかし、上の 3つの課題を認識し、近年では半島の前方後円墳に関する研究を進

めている。その中で、当時の交通路との関わりからみると、馬韓社会における前方後円墳

の造営集団は必ずしも特殊な存在ではなく、伝統的な方台形墳の造営集団とも「併存的」

な関係、すなわち、ともにさまざまな人、情報、物資のやり取りを行う関係であったと評

価したことがある（註 3）。 

上述のように、被葬者論に偏った研究が盛んであった 1990～2000年代とは異なり、現

在では朝鮮半島西南部における墓制、集落、生産遺跡などの調査が急速に進展している。

前方後円墳自体の調査成果も相次いで公表され、それに基づいた馬韓社会の構造や対外関

係に関する研究も韓国学界において盛んに行われている。しかし、日本の学界では、最新

の成果に基づく前方後円墳の再検討は行われておらず、従来の被葬者論をほぼそのまま踏

襲している。したがって、馬韓社会における前方後円墳の歴史的な性格を改めて再検討す

る、最適かつ必要な時期と判断した。 

そこで、馬韓の集落や墳墓（前方後円墳も含めて）の調査研究に実際に携わっている韓国人

研究者とともに共同研究を進めることによって、韓国側の最新の成果に基づきつつ、半島

西南部の前方後円墳を再評価し、その中で倭と馬韓の交流史を再構築していきたいと考え、

本研究を立案した。 
註 1：朝鮮学会編,『前方後円墳と古代日朝関係』,同成社,2002 
大韓文化遺産研究センター編,『韓半島の前方後円墳』,学研文化社,2011 

註 2：高田貫太,『古墳時代の日朝関係―新羅・百済・大加耶と倭の交渉史―』,同成社,2014 
註 3：高田貫太,「栄山江流域における前方後円墳築造の歴史的背景」『内外の交流と時代の潮流』,同成
社,2012 
 
 
 
 



２．研究の目的 

 朝鮮半島西南部における三国時代遺跡の調査・研究成果に基づき、5世紀後半から 6

世紀前半頃に当地域に造営された前方後円墳を、当地域に根拠を置いた政治勢力たる

馬韓の観点から歴史的に位置づける。それによって、これまで倭や百済の立場が強調

されがちであった前方後円墳の造営をめぐる、倭と馬韓との交流史を再構築する。特

に、以下の a～dの課題に取り組む。 
a.半島西南部の集落・墳墓資料の集成・分析作業から当地域に位置した馬韓社会の構造を明ら
かにする。 
b.半島西南部の外来系資料（前方後円墳を含める）の系譜を再整理し、馬韓の対外関係を明ら
かにする。 
c. a・bの成果から馬韓社会における前方後円墳造営集団の役割や性格を明らかにする。 
d．a～c の成果を総合化し、前方後円墳造営をめぐる馬韓と倭の政治経済的な交流関係を再構
築する。  
 
３．研究の方法 

 まず 5 世紀後半から 6 世紀前半における朝鮮半島西南部の集落や墳墓資料を集成する。

次に、数値地図データを活用した詳細な地形図に、拠点的集落や墳墓の位置を落とし込み、

分布図を作成する。そして現地踏査や最適経路計算機能を用いて古代交通路を推定し、そ

れと集落、墳墓との相関性を検討する。この作業を基礎とし、集落や墳墓の規模・特徴、

在地系の墳墓と前方後円墳の位置関係などの分析をまじえ、馬韓の社会構造を明らかにす

る。 

上述の作業と並行して、前方後円墳の諸属性（特に埋葬施設・副葬品・埴輪）や他遺跡

出土の外来系資料の系譜関係を再整理し、前方後円墳造営期の馬韓の対外関係の実態を明

らかにする。 
 最後に、この 2つの成果を総合化し、前方後円墳の造営をめぐる倭と馬韓の交流史を描
く。 
 
４．研究成果 

本研究の課題は、朝鮮半島西南部における三国時代遺跡の調査・研究成果に基づき，５

世紀後半から６世紀前半頃に当地域に造営された前方後円墳を，当地域に根拠を置いた政

治勢力たる馬韓（栄山江流域）の観点から歴史的に位置づけることにあった。栄山江流域

における古墳や集落、そして土器生産の動向については、5世紀初頭、中葉、そして 5世

紀末～6 世紀初に集落や古墳の変動が確認できた。そこには百済圏の生活や墓制の様式の

伝播とともに、倭との交流も大きな要因となっていたようである。栄山江流域に点在する

集落や古墳の規模や構造は 5世紀中ごろに序列化し、そこに大きな政治的変動があったこ

とを想定しえる。 

栄山江流域社会の性格については、6 世紀前半までの栄山江流域は、百済との関係の中

でも主体的な成長をとげていた社会（地域社会）と判断しえる。そして、栄山江流域にお

いて前方後円墳の造営が終了し、百済中央の墓制たる「陵山里型石室」の受容をもって、

百済に編入されたとみる。栄山江流域の前方後円墳には、埋葬施設や副葬品、外表施設（葺

石や埴輪）などに、倭以外にも実に多様な要素（栄山江流域、百済、加耶など）が認めら

れることが、あらためて確認された。また、在地の伝統的な古墳にも、倭や百済の埋葬施

設や副葬品が認められることも明らかとなった。そして、3、4世紀から連綿と墳墓がきず

かれていく墓域に前方後円墳が位置する事例も確認され、在地の造墓活動の中で、前方後

円墳がきずかれる状況も指摘できた。 

それによって、前方後円墳をきずいた集団と在地の伝統的な古墳をきずいた集団の関係



が、対立や協調をふくみこんだ「併存的」な関係であることが浮き彫りになった。したが

って、栄山江流域社会が百済の社会統合の動きへ対応する１つの方策として、前方後円墳

を採用したという評価が、妥当と考える。 
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